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「
空
間
」
を
切
り
口
に
、
現
実
の
都
市
・
地
域
の
社
会
経
済
課
題
を
分
析
し
て
い
ま
す
。
分
析
に
は
、
発
達
著
し

い
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
と
空
間
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

河か
わ

端ば
た

瑞み
ず

貴き  

経
済
学
部　

教
授

  
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（Geographic Inform

ation 

System
s

:
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
研
究
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
地
理
空
間
を
扱
う
研
究

手
法
に
大
き
な
進
歩
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し

た
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
強
み
は
、
空
間
デ
ー
タ
を
可

視
化
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
空
間
デ
ー
タ
の

加
工
・
作
成
や
空
間
的
位
置
関
係
に
基
づ
く

分
析
を
行
え
る
こ
と
で
す
。
経
済
学
に
お
け
る

Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
は
、
特
に
２
０
０
０
年
代
後

半
か
ら
急
速
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
発
達
の
み
な
ら
ず
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
利
用
可
能
な
空
間
デ
ー
タ
が
爆
発

的
に
増
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
の
進
展
に
よ
り
、
無
償
で
二

次
利
用
の
可
能
な
空
間
デ
ー
タ
も
続
々
と
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
、
環
境
、
交
通
、

産
業
、
住
宅
、
人
口
、
土
地
な
ど
の
課
題
に

は
、
都
市
・
地
域
の
空
間
構
造
と
密
接
に
関

わ
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
発
達
著

し
い
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
空
間
デ
ー
タ
を
活
用
す
れ
ば
、

そ
う
し
た
課
題
の
理
解
や
解
決
に
有
益
な
知

見
を
提
供
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
河
端
ゼ
ミ
が
発
足
し
て
か

ら
、
は
や
10
年
が
た
ち
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
２
０
２
０

年
度
春
学
期
は
完
全
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

し
た
。
そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
経
て
、
２
０
２
１
年
度

は
主
に
対
面
形
式
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
可
）

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

ゼ
ミ
生
は
対
面
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
う
ま
く
併
用
し
、
知
識
の
共

有
・
蓄
積
を
加
速
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
の
ゼ
ミ
で
は
、
積
極
的
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は

グ
ル
ー
プ
で
学
ぶ
と
楽
し
く
、
多
く
を
学
べ

ま
す
。
ゼ
ミ
生
た
ち
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
幅
広
く
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
も
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
そ
う
し
た
仲
間
と
議
論
し
、

学
び
合
う
こ
と
で
、
一
人
で
は
思
い
つ
き
も

し
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
や
情
報
を
得
ら
れ
、

知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
ツ

ー
ル
や
デ
ー
タ
を
発
見
・
共
有
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
活
用
法
を
生
み
出
し
た
り
、
従
来
の

手
法
で
は
難
し
か
っ
た
分
析
を
実
践
し
た
り

も
で
き
ま
す
。
学
生
同
士
、
教
員
は
互
い
に

教
え
、
学
び
合
う
、
ま
さ
に
半
学
半
教
の
精

神
で
和
気
藹あ
い

々あ
い

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　空間を切り口に幅広い分野を研究できるので、ゼミ生の興味は
さまざまです。そのため、いろいろな角度から意見が出てきて面
白く、大変勉強になっています。毎回の活動では、３年生は三田
祭で発表する研究、４年生は卒業論文について経過報告を行い、
その際に研究の手がかりや参考になる事例などのアドバイスがゼ
ミ生から次々と出てきます。
　また、挑戦しやすい環境です。学びたい分析手法があれば教授
や先輩が助けてくださるほか、2021年度はゼミ生の希望から、研
究領域が近い他大学（京都大学、東京大学、一橋大学）のゼミと
インゼミを行いました。自由闊

かっ

達
たつ

な雰囲気で多様な学生がいるか
らこそ生まれる学びや研究があると感じています。

自由と多様性が生み出す化学反応
藤
ふじ

井
い

萌
もえ

菜
な

君　経済学部４年

GISと空間データを活用
半教半学

※�写真撮影の際に短時間に限りマスクを
外しています



塾  SPRING 2022 NO.31425

代
謝
生
理
化
学
講
座
で
は
、
生
命
の
脂
質
多
様
性
の
網
羅
的
解
析
と
生
理
的
意
義
の
解
明
を
通
し
て
、
健
康
を

維
持
す
る
仕
組
み
を
分
子
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
た
め
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

有あ
り

田た　

誠ま
こ
と  

薬
学
部　

教
授

　

薬
学
部
の
新
講
座
と
し
て
発
足
し
て
５
年

に
な
り
ま
す
が
、
自
ら
深
く
考
え
て
行
動
す

る
研
究
マ
イ
ン
ド
の
育
成
を
心
が
け
た
教

育
・
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
科
学
技
術
に
基
づ
く
実
直
な
サ
イ
エ

ン
ス
は
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
不
明
で
あ
っ
た
病
態

や
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
に
対
し
て
根
本
的
な
解
を

与
え
、
新
し
い
科
学
分
野
の
形
成
・
発
展
の

土
台
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自
然
が
作
り
出

し
た
生
命
の
仕
組
み
は
実
に
合
理
的
か
つ
美

し
く
、
日
々
の
研
究
活
動
を
通
し
て
そ
の
本

質
の
一
端
に
触
れ
、
息
を
の
む
よ
う
な
体
験

を
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
飛
躍
的
に
成
長
す

る
瞬
間
を
幾
度
と
な
く
見
て
き
ま
し
た
。﹁
科

学
す
る
心
﹂
を
大
切
に
、
実
直
に
サ
イ
エ
ン

ス
と
向
き
合
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
気
品

あ
る
判
断
や
行
動
が
で
き
る
人
材
を
輩
出
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
脂
質
は
生
命

の
基
本
単
位
で
あ
る
細
胞
を
区
画
す
る
膜
を

構
成
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
シ
グ
ナ
ル
分
子

な
ど
多
彩
な
役
割
を
担
う
生
体
分
子
で
す
。

脂
質
代
謝
異
常
が
多
く
の
疾
患
の
背
景
因
子

で
あ
り
、
ま
た
多
様
な
脂
質
分
子
の
中
に
は

多
く
の
生
理
活
性
物
質
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
創
薬
シ
ー
ズ
の
発
見
や
、
早
期

診
断
・
治
療
な
ど
の
医
学
応
用
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
脂
質
の
構
造

多
様
性
は
実
に
10
万
種
類
を
超
え
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
生
命
の
脂
質
多
様

性
を
網
羅
的
に
捉
え
る
た
め
に
最
先
端
の
リ

ピ
ド
ミ
ク
ス
解
析
シ
ス
テ
ム
を
独
自
に
開
発

し
、
生
体
内
で
脂
質
多
様
性
や
そ
の
局
在
を

創
り
出
し
、
調
節
・
認
識
す
る
仕
組
み
の
解

明
、
お
よ
び
そ
の
破
綻
に
よ
る
疾
患
解
明
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
炎
症
性
疾
患

の
制
御
に
お
い
て
適
切
な
脂
肪
酸
代
謝
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

や
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
が
生
体
内

で
活
性
代
謝
物
に
変
換
さ
れ
、
抗
炎
症
作
用

や
組
織
保
護
作
用
を
発
揮
す
る
こ
と
を
見

い
だ
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
多
く
の

疾
患
・
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
理
解
に
つ
な
が
る

脂
質
分
子
や
代
謝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
い
だ

さ
れ
、
幅
広
い
生
命
科
学
分
野
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　代謝生理化学講座は、慶應義塾大学薬学部および理化学研究所
に拠点を持つという特徴があります。そのため義塾の先生方に加
えて、理研の研究員の方々の助言を受けながら研究を進めていま
す。そして我々は「脂質」という軸の中で、多様な臓器（皮膚、目、
肝臓、腎臓、腸管など）に加えて、インフォマティクスやプロテ
オミクスなどに関する研究に主体性を持って取り組んでいます。
そのため、「自分の研究に関する知識は、誰よりも多くなければな
らない」という緊張感に加えて、他の研究領域目線での意見をも
らいやすく、より多面的な視野が広がる環境です。

主体性と多面的な視野が身につく
両
もろ

角
ずみ

　諭
さとし

君　薬学研究科博士課程２年

「科学する心」を大切に

ゼミナール・研究室紹介


